
数学科単元構想図　　　中学校第２学年　　１次関数（東京書籍：新編　新しい数学）

段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応

見
通
し

２
つ
の
数
量
の
間
の
関
係
を
調
べ
、

比
例
で
も
反
比
例
で
も
な
い
関
数
が

あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。

1

２つの数量の
間の関係を調
べ，比例でも
反比例でもな
い関数がある
ことを理解で
きる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ55Ｑ）
・課題を把握する。
・２つの数量の関係が比例す
　る量と，一定の量の和であ
　ることに気付く。
・「１次関数ｙ＝ａχ＋ｂ」
　を知る。
・身の回りの１次関数にな
　っている事象を考える。
・全体で話し合う。
・学習したことを振り返る。

興味・関心を高める
□１次関数は比例の部分と定数の部分
　でできていることに注目させ，１次
　関数になっている事象にはどんなも
　のがあるか考えさせる。

 
 

○問題に対して一生懸命考えようとする生徒が多く，助 

 け合いながら問題を解こうという意識が見られる。 

△比例や反比例の式，グラフ，表の関係が定着していな 

 い生徒が３割程度いる。 

 
 

〈小学校〉 

・比例・反比例の意味，性質，式，グラフ 

〈中学校１年〉 

・文字式    ・比例と反比例 

〈中学校２年〉 

・等式の変形  ・２元１次方程式とその解の意味 

・連立方程式の解，解法 

 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 

最初に１０００円入っていた貯

金箱に毎月５００円ずつ貯金す

るというのも１次関数かな。 

プール清掃のときにプールの水

を抜くけれど，そのときの時間

と残った水の量の変化も１次関

数かな。 

見方や考え方 

・１次関数についての基礎的・ 

 基本的な知識や技能を活用し 

 て，論理的に考察し表現する 

 ことができる。 

単元の目標 

関心・意欲・態度 

・様々な事象から１次関数を見 

 いだしたり，式，表，グラフ 

 などで表したりするなど，数 

 学的に考え表現することに関 

 心を持ち，問題の解決に数学 

 を活用して考えたり判断した 

 りしようとしている。 

技能 

・１次関数の関係を，表，式， 

 グラフを用いて的確に表現し 

 たり数学的に処理したり，２ 

 元１次方程式を関数関係を表 

 す式と見てグラフに表したり 

 することができる。 

 

知識・理解 

・事象の中には１次関数として 

 捉えられるものがあることや 

 １次関数の表，式，グラフの 

 関連などを理解することがで 

 きる。 

お湯を沸かすときの時間と温度

の変化には１次関数ｙ＝ａχ＋

ｂという関係があることを見付

けたよ。 

１次関数ｙ＝ａχ＋ｂの関係に

なっている事柄が身近なところ

にもたくさんあるということが

分かりました。 

目指す生徒の姿 

既習内容 

生徒の実態 

学習計画 

 

 本単元では，具体的な事象から１次関数を見いだし，表現したり考察したり

する能力を育てる。 

 興味・関心を持たせるために，日常生活の場面に関連した問題を提示したり，

ＩＣＴを活用して視覚的に問題を捉えさせたりする。毎時間，分かったことや

できるようになったことなどを振り返らせ，次の学びにつなげる。また，必要

に応じて，既習事項を復習しながら学習を進めていく。知識・技能を習得させ

る場面では，解き方や考え方を説明し合う学習活動を設定する。また，身に付

けた知識・技能を活用する場面には，ペア学習やグループ学習を取り入れた学

び合いを位置付ける。 

 

    【主体的な学び】 

    □興味・関心を高めるために，具体的な事象の中から１次関数を見い 

     だし考察できるような問題を提示する。 

        □既習内容と関連付けて課題を解決する見通しを持たせる。 

    □単元の振り返りの段階では，分かったことやできるようになったこ 

     となどを記述させる。 

                   ｛第１・２・９・13・15・19・20時｝ 

 

    【対話的な学び】 

    □課題解決する際や適用問題を解いた後に，ペア学習やグループ学習 

     を行う。解き方や考え方を説明し合う活動を設定し，考えを広げた 

     り深めたりすると同時に，説明する力を育てる。 

              ｛第３・４・５・６・７・10・14・16・18時｝ 

 

    【深い学び】 

    □１次関数を用いて事象を捉え，目的に応じて表，式，グラフを適切 

     に選択して処理し，説明させる。 

                        ｛第８・11・12・17時｝ 

アクティブ・ラーニングの視点に立った単元構想 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

１
次
関
数
の
意
味
を
理
解
し
、

そ
の
関
係
を
１
次
関
数
の
式
に
表

す
こ
と
が
で
き
る
。

2

１次関数の意
味を理解し，
その関係を１
次関数の式に
表すことがで
きる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ56例１，Ｐ57
　例２，例３）
・１次関数になっているか
　どうかを予想する。
・課題を把握する。
・いろいろな関数の関係にあ
　る事象を式で表す。
・グループで自分の考えた式
　について説明し合う。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（Ｐ57たしかめ１，問３）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり解き方を説
　明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

答えの見通しを持つ
□自分の考えを持たせ，式に表す必要
　性を感じさせる。
□事象が，比例する量と一定の量の和
　になっているかに注目させる。

１
次
関
数
で
は
、

変
化
の
割
合
は
一
定
で
あ
り
、

ａ
の
値
に
等

し
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

3

１次関数ｙ＝
ａχ＋ｂでは
変化の割合は
一定であり，
ａの値に等し
いことが理解
できる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ58例１）
・課題を把握する。
・増加量を調べる。
・増加量から分かることを
　グループで話し合う。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・「変化の割合」を知る。
・適用問題を解く。
　（Ｐ59たしかめ２，問２）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

変化の割合の特徴を見付ける
□それぞれが調べたχの増加量，ｙの
　増加量の情報をグループで持ち寄ら
　せて話し合わせる。

1
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
特
徴
、

切
片
、

傾
き
な
ど
を
理
解
し
、

グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と

が
で
き
る
。

4

１次関数のグ
ラフは，直線
になることを
理解する。
１次関数と比
例のグラフの
関係が理解で
きる。

・問題を捉える。
（教科書Ｐ60Ｑ）
・グラフの形を予想する。
・課題を把握する。
・既習の比例，反比例のグラ
　フのかき方から課題解決の
　見通しを持つ。
・表のχ，ｙの値の組を座標
　とする点をグラフにかき入
　れる。
・グラフが点の集まりである
　ことをＩＣＴを活用して確
　認する。
・１次関数のグラフと比例の
　グラフを比べる。
・１次関数のグラフの特徴
　で気付いたことをペアで
　話し合う。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

グラフの特徴を見付ける
□比例のグラフと１次関数のグラフを
　比較して考えさせる。
□互いに見付けたグラフの特徴を伝え
　合わせる。

課
題
解
決

χの増加量が２のときｙの増加

量が１０で，χの増加量が４の

ときｙの増加量は２０になって

いるよ。 

これは，必ずｙの増加量は，χ

の増加量の５倍になっているの

ではないかな。５は，もしかし

てａになるのかな。 

前時では，１次関数は比例する

部分と変わらない部分でできて

いると勉強したな。例題で，ど

うなっているかな。比例する部

分と変わらない部分でできてい

るといえれば，１次関数だな。 

表を見ると，比例の式の値と比

べてｙの値が必ずｂだけ大きい

（小さい）よ。 

１次関数のグラフは，比例のグ

ラフをｂだけスライド（平行移

動）させたものかな。 

みんなでχの増加量やｙの増加

量の値を持ち寄って話し合った

ら，１次関数の変化の割合は一

定でａの値と同じという性質を

見付けることができました。 

１次関数のグラフは，比例と同

じで，直線のグラフになるんだ

ね。比例のグラフと平行になっ

ているね。１次関数のグラフは

比例のグラフをｂだけ移動させ

たものになっているな。 

「最初から変わらない量」と，

「比例する量」を意識したら，

１次関数の式を立てることがで

きたよ。 

式でｙ＝ａχ＋ｂと表すことが

できれば１次関数なんだね。 

みんなで特徴を見付けるために

話し合った結果，１次関数のグ

ラフと比例のグラフを比べると

ｂの分だけ平行移動させたもの

ということが分かりました。 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

5

変化の割合は
グラフの傾き
を表すことが
理解できる。

・問題を捉える。
　（いくつかの１次関数のグ
　ラフのｙ軸上の点の座標を
　求める。）
・ｙ座標の特徴を考える。
・ｙ座標の特徴についてペア
　で話し合う。
・「切片」を知る。
・グラフ上での変化の割合ａ
　の意味について考える。
・ペアで話し合う。
・全体で話し合う。
・「傾き」を知る。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ64たしかめ３，
　問７）
・解き方を説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

解き方を確認する
□適用問題を解き終えた生徒からペア
　になり，ノートを見せながら解き方
　を説明し合わせる。
□つまずいている生徒には，ヒントカ
　ードを配り，式のどの部分が傾きや
　切片を表しているかなどに気付かせ
　る。

6

表・式・グラ
フの関係や１
次関数の増減
とグラフの特
徴が理解でき
る。

・課題を捉える。
・表・式・グラフの関係をま
　とめる。
・考えをグループで交流す
　る。
・全体で話し合う。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ65問８）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

自分の考えを確かなものにす
る
□まとめたノートを見せながら説明し
　合わせる。
□友達のまとめ方で参考になったこと
　を自分の考えと分けてノートに色ペ
　ンで書き加えさせる。

7

切片や傾きを
基にグラフを
かくことがで
きる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ66例２）
・課題を把握する。
・切片と傾きを基にグラフの
　かき方を考える。
・グループでグラフのかき
　方を話し合う。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
  （教科書Ｐ66問９）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習したことを振り返る。

グラフのかき方を考える
□切片や傾きの意味，直線は２点が分
　かれば引けることから，グラフのか
　き方の手順を考えさせ，グループ内
　で説明し合わせる。

課
題
解
決

1
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
特
徴
、

切
片
、

傾
き
な
ど
を
理
解
し
、

グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

切片がｂなので，スタートはｙ

軸上の（０，ｂ）の点で，傾き

がａなので，右に○進んで，上

に（下に）△進んだところに点

をかき，直線で結ぶとグラフが

できるよ。 

ｙ＝３χ－２だったら，ａに当

たるのが３だから，傾きは３か

な。ｂに当たるのは－２だから

切片は－２だね。ｙ＝５χの場

合は，傾きは５だけど，切片は

ないようだね。０と考えてみよ

うかな。 

ｙ＝５χの場合は，傾きは５だ

けれど，切片を０と考えればよ

いと思います。 

表のこの部分が，式でいうと変

化の割合だと考えたよ。 

グラフの傾きと式の変化の割合

は同じなのね。 

なるほど。そのようにまとめる

と表と式とグラフが関連してる

ということが分かりやすいな。 

切片や傾きが分かれば，グラフ

がかけることが分かりました。

グラフのかき方を友達に説明し

たら，納得してもらえたのでグ

ラフをかくことに自信が持てま

した。 

χの増加量とｙの増加量は「右

に○進んで，上(下)に△進む」

ことを表すことが分かりました。

ｙ＝ａχ＋ｂのグラフでは，ａ

は傾きを，ｂは切片を表すこと

が分かりました。問題を解いた

後に，友達に説明をしたら納得

してもらえたので，自信になり

ました。 

他の人とまとめ方を説明し合っ

たことで，最初にまとめたもの

より表・式・グラフの関係を分

かりやすくまとめることができ

ました。 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

1
次
関
数
の
グ
ラ
フ
の
特
徴
、

切
片
、

傾
き
な
ど
を
理
解
し
、

グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と
が

で
き
る
。

8

グラフを基に
χの変域に対
応するｙの変
域を求めるこ
とができる。

・変域という言葉の意味を復
　習する。
・問題を捉える。
　（教科書Ｐ67Ｑ）
・課題を把握する。
・傾きが正の１次関数の変域
　を求める。
・誤答についてグループで
　話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ67問10）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

グラフの知識と変域の知識を
活用する
□誤答を提示し，どうして間違えたの
　か，どうすれば正答に導けるかを考
　えさせる。
（問題）１次関数ｙ＝－５χ＋３につ
　　　　いて，－１≦χ≦３のときの
　　　　ｙの変域を求めなさい。
（誤答）８＜ｙ＜－１２
　

9

グラフの傾き
と切片を読み
取って１次関
数を求めるこ
とができる。
また，グラフ
の傾きと通る
１点の座標か
ら１次関数を
求めることが
できる。

・問題を捉える。
　（グラフの傾きや切片を
　基に１次関数を求める。）
・課題を把握する。
・グラフから傾きと切片を読
　み取って１次関数を求める
　方法を考える。
・傾きと１つの点の座標から
　１次関数を求める方法を考
　える。
・グループで考え方を交流す
　る。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ68問１，Ｐ69た
　しかめ１，問２，問３）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

解答の見通しを持つ
□「傾きと切片を明示した問題」から
　「傾きと切片をグラフから読み取る
　問題」のようにスモールステップで
　問題を提示し，考えさせる。

10

グラフが通る
２点から，１
次関数を求め
ることができ
る。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ70例３）
・課題を把握する。
・χ，ｙの値が２つずつある
　ことを確かめ，答えの見通
　しを持つ。
・グループで解答方法を交流
　する。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・２通りの解答方法のよさ
　を話し合う。
・分かったこと，考えたこと
　を振り返る。

問題によって解き方を使い分
けるとよいことに気付く
□適用問題を解いた後に，理由を示し
　ながら２通りの解法のよさを説明し
　合わせる。
□友達の考えで参考になったことを自
　分の考えと分けてノートに色ペンで
　書き加えさせる。

課
題
解
決

1
次
関
数
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

傾きを求めてから，１次関数の

式を求めたよ。難しい計算がな

くて解きやすいと思ったよ。 

連立方程式を立てて求めたよ。

連立方程式を解くと１回でａ，

ｂの値が分かるよ。 

何が違うのだろう。－１を代入

すると８だし，３を代入すると

－１２になるよ。 

グラフをかいてみると－１≦χ≦３

の範囲では，χ＝－１のとき，ｙ＝

８で１番上になっているよ。χ＝３

のときｙ＝－１２で１番下になって

いるよ。 

１番上は最大値で，１番下は最

小値だったね。ということは，

最小値が－１２で，最大値が８

だね。 

点の座標をｙ＝ａχ＋ｂに代入

するだけで式を立てられるし，

１回でａ，ｂを求められるね。 

面倒で難しい連立方程式になり

そうなときは，傾きを求める方

法にすると，難しい計算をしな

くていいね。 

グラフから傾きや切片，座標など

を読み取って１次関数の式に表す

ことができました。少しずつ問題

のレベルが上がっていったので解

くことができました。 

ただ値を代入するだけではなく，

グラフを基に，最大値と最小値

を考えるようにしなければなら

ないな。 

２通りの解き方があるけど，そ

れぞれの解き方によさがあるこ

とが分かりました。 

それと，χの変域に対するｙの

変域を求める時には，最小値や

最大値，不等号にも気を付けな

ければならないね。 

グラフから１次関数を求めるこ

とができました。解き方を説明

したことで，自分の考えを整理

できたし，納得してもらえたの

で，自信になりました。 

問題によって使い分けられるよ

うになりたいです。 

この問題はさっきの問題と似てい

るぞ。さっきの問題を利用して考

えられそうだね。 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

保冷バックの
中の水の温度
変化の様子を
１次関数と見
なして予想し
その方法を説
明することが
できる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ79Ｑ）
・課題を把握する。
・解き方を考える。
・グループで，どの解き方
　にするか選び，選んだ方
　法で解答する。
・互いの考え方を全体で共有
　する。
・学習を振り返る。

式・表・グラフの知識・技能
を活用する
□グループで，表で考えるかグラフで
　考えるかを選ばせる。
□グループで答えを求めることができ
　たら，同じ考えのグループ同士で考
　えを交流させる。
□違う考えのグループ同士で考えを交
　流させ，それぞれの考えのよさや，
　共通しているところがないかを話し
　合わせる。
□話合いの中で考えたことをノートに
　書かせる。

12

富士山の高さ
と気温の関係
を１次関数と
見なして考え
問題を解決す
ることができ
る。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ81問１）
・解き終えた生徒から解き
　方を伝え合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

式・表・グラフの知識・技能
を活用する
□問題を解き終えた生徒から教師のと
　ころに来させ，予想した気温と，１
　次関数と見なしてよい根拠を説明さ
　せる。
□説明が十分であったときには，ミニ
　ティーチャーとする。

※ミニティーチャー（留意点）
・説明を聞き，自分の説明と同じ（正
　解）場合には丸を付ける。説明が足
　りない場合には，ヒントを与える。
・教師かミニティーチャーに丸をもら
　った生徒は，ミニティーチャーにな
　る。
・基本的には聞き役になり，ヒントを
　求められたときにはヒントを出す。

課
題
解
決

11

具
体
的
な
事
象
の
中
の
数
量
関
係
を
１
次
関
数
と
見
な
し
て
、

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
方
法
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

富士山の標高と気温の関係も，

前の時間の解き方を利用して考

えることができました。少し誤

差があるデータでも，１次関数

と見なして考えてよいことが分

かりました。 

グラフを使って考えたグループ

と交流して，グラフは一目で温

度変化が読み取れたのでよい考

え方だと思いました。 

表を使って考えると温度変化の

割合から予想することができる

のでよい考えだと思いました。 

グラフ用紙に点を取って考えた

よ。ほぼ直線上に並んでいるの

で１次関数として式を求めて考

えたよ。 

同じように考えたけれど，答え

の値がほんの少しだけ違うね。 

そのままの値だと計算が大変そ

うなので，数字を簡単にして計

算しました。 

表を見てみると，温度はだいた

い０.６℃ずつ上がっているから

一定の割合で変化していると考

えよう。 

グラフ用紙に点を取ってみると

ほぼ１つの直線上にあるから直

線のグラフとして考えよう。 

どの方法でも答えが同じになっ

たので，場合に応じて使い分け

るとよいと思いました。 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

13

２元１次方程
式のグラフは
式を変形して
できる１次関
数のグラフに
なっているこ
とが理解でき
る。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ72Ｑ）
・答えを予想する。
・課題を把握する。
・課題を解決する見通しを
　持つ。
・１次関数といえる理由を考
　える。
・グループで考え方を交流す
　る。
・全体で共有する。
・学習内容をまとめる。
・学習を振り返る。

見通しを持つ
□２元１次方程式を変形することで，
　ｙ＝ａχ＋ｂの式が得られることに
　気付かせる。

14

２元１次方程
式のグラフを
かくことがで
きる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ73例１）
・課題を把握する。
・２元１次方程式のグラフの
　かき方を考える。
・全体で共有する。
・問題を把握する。
　（教科書Ｐ74例２）
・例１と違う方法でのかき方
　を考える。
・グループでグラフのかき方
　を話し合う。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ74たしかめ２，
　問２，切片がグラフ用紙に
　かくことができない場合を
　考える。）
・ペアになり，解き方とそ
　のよさを説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

問題に合わせて解き方を使い
分けるとよいことに気付く
□適用問題を解き終えた生徒からペア
　になり，解き方を説明し合わせる。
□２つの方法のそれぞれのよさについ
　て理由を示しながら話し合わせる。
□友達の考えで参考になったことを自
　分の考えと分けてノートに色ペンで
　書き加えさせる。
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２元１次方程
式ａχ＋ｂｙ
＝ｃでａ＝０
やｂ＝０の場
合のグラフを
かくことがで
きる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ75例３，Ｐ76
　例４）
・答えを予想する。
・課題を把握する。
・２元１次方程式ａχ＋ｂｙ
　＝ｃでａ＝０の場合のグラ
　フのかき方を考える。
・ペアで考えを話し合う。
・全体で話し合う。
・２元１次方程式ａχ＋ｂｙ
　＝ｃでｂ＝０の場合のグラ
　フのかき方を考える。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ75たしかめ３，
　問３，Ｐ76たしかめ４，問
　４）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

興味・関心を高め，答えの見
通しを持つ
□ａχ＋ｂｙ＝ｃでａ＝０やｂ＝０の
　グラフがどんな形になるか予想させ
　て，自分の考えを持たせる。

課
題
解
決

２
元
1
次
方
程
式
の
グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と
が
で
き
、

連
立
方
程
式
の
解
を
求
め
た
り
、

グ
ラ
フ
の
交
点
の
座
標
を
連
立
方
程
式
を
用
い
て
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

式を変形してｙ＝ａχ＋ｂの形

にすると，切片と傾きが分かる

ので，グラフがかけるね。 

切片がグラフ用紙に取れないと

きには，２点を取る方法を使う

といいね。 

本当だ。グラフ用紙が小さくて

切片が取れないときには２点を

取ればかくことができるね。 

今まで勉強してきたように，グ

ラフは直線なので，１次関数だ

と思うな。でも，どうすれば１ 

次関数だと示せるのかな。 

ｙ＝●のグラフは，値が出てい

るので，点になるのではないか

な。でも，そうだとすると，ど

こに点をかけばいいのかな。 

ｙ＝●のグラフは，χがないの

で，χがどんなときでも●にな

るのかな。グラフは，χ＝１で

もｙ＝●，χ＝５でもｙ＝●，

と考えると，グラフはχ軸に平

行になるのかな。 

グループで交流したら，２元１

次方程式をｙについて解けばよ

いことが分かりました。 

ａ＝０やｂ＝０の場合は，χ軸

やｙ軸に平行なグラフになりま

す。理由を説明しながらグラフ

をかいたことで自信を持ってグ

ラフがかけるようになりました。 

式を変形して傾きと切片を求め

てかいたり，２点を求めてかい

たりできることが分かりました。

２点を求めてかく方法は，グラ

フ用紙に切片を取れないときな

どに有効だと分かりました。そ

れぞれによさがありました。 

２元１次方程式を１次関数とい

うために，ｙ＝ａχ＋ｂに変形

できるかどうかを確認すればよ

いことが分かりました。 

問題に合わせてどちらの解き方

が簡単なのか考えて使い分けら

れるようになれたらいいな。 

２元１次方程式のグラ

フは，直線のグラフに

なりましたが，１次関

数といってもいいので

しょうか。理由を含め

て考えましょう。 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

２
元
1
次
方
程
式
の
グ
ラ
フ
を
か
く
こ
と
が
で
き
、

連
立
方
程
式
の
解
を
求
め
た
り
、

グ
ラ
フ
の
交
点
の
座
標
を
連
立
方
程
式
を
用
い
て
求
め
る
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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連立方程式の
解を，２つの
２元１次方程
式のグラフを
かいて求めた
り，２つの２
元１次方程式
のグラフの交
点の座標を連
立方程式を解
いて求めたり
することがで
きる。

・問題を捉える。
　（連立方程式の解と，２つ
　の２元１次方程式のグラフ
　の交点の座標について考え
　る。）
・課題を見いだす。
・連立方程式の解と，２つの
　２元１次方程式のグラフの
　交点の座標の意味について
　考える。
・全体で話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（グラフの交点の座標から
　連立方程式の解を求める。
　連立方程式の解からグラフ
　の交点の座標を求める。）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

課題を見いだす
□２元１次方程式のグラフをかいて交
　点の座標を求めたグループと，連立
　方程式の解を求めたグループとで交
　流させる。

※グループの半分が残って半分が移動
　して交流し，気付くことはないか考
　えさせる。

グラフについての知識・技能
を活用する
□グラフから時間，距離，速さを読み
　取り，どこからその情報を読み取っ
　たのか，根拠を示しながら説明させ
　る。
□グラフから読み取れる情報を基にス
　トーリーを考えさせる。

課
題
解
決

・問題を捉える。
　（グラフから情報を読み取
　り，ウサギとカメのストー
　リーを考える。）
・課題を把握する。
・グラフから情報を読み取
　る。
・グラフから情報を読み取
　り，グループ内でグラフ
　を用いて説明する。
・グループでグラフのスト
　ーリーを完成させる。
・全体で説明し合う。
・適用問題を解く。
　（選んだグラフを基にスト
　ーリーを考える。）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・学習を振り返る。

グ
ラ
フ
を
利
用
し
て
身
の
回
り
の
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

１次関数のグ
ラフから時間
距離，速さを
読み取ること
ができる。
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グラフのこの部分から，ウサギ

の最初の速さが分かります。 

 

 

 

 

 

20分間で600ｍ進んでいるの

で30ｍ/分です。 

 

 

 

 

この部分からウサギが75分間

も休んでいたことが分かるね。 

ウサギは，３０ｍ／分で走って

いたけれど，７５分間休んでい

るうちに，カメに追い抜かれた

ことが分かるね。 

グラフの交点が連立方程式の解

になっているね。なぜだろう。 

連立方程式は２つのグラフの共

通している点を見付けることが

できるね。 

どちらのグラフにも共通する点

だからじゃないかな。 

グラフの交点が連立方程式の解

だったことには驚きました。 

１次関数のグラフから，時間，

距離，速さの情報を読み取るこ

とができました。グラフのどこ

から情報を読み取ったのか説明

できました。 

連立方程式を用いればグラフの

交点の座標が求められるので，

いろいろな問題で使えそうだね。 

みんなと読み取ったことを出し

合ったら，２本のグラフからで

も，たくさんのことを読み取れ

ることが分かりました。 

１Ａ １Ｂ １Ｃ 

２Ａ ２Ｂ ２Ｃ 

連立方程式 

を解く    

グラフ 

をかく 

メンバー入れ替え 



段
階

目項
標の

時 本時の目標 学習活動 目指す生徒の反応
 アクティブ・ラーニングの視点 

に立った授業づくりの工夫 
目指す生徒の姿 

グ
ラ
フ
を
利
用
し
て
身
の
回
り
の
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き

る
。
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１次関数のグ
ラフを利用し
て，問題を解
決することが
できる。

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ82Ｑ）
・課題を把握する。
・グラフを読み取って問題を
　解決する方法を考える。
・ペアで考えを話し合う。
・学習内容をまとめる。
・適用問題を解く。
　（教科書Ｐ83問２，問３，
　問４）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

解き方を確認する
□グラフを使って，グラフのどこから
　読み取ったのかを指さしながらペア
　で説明し合わせる。
□相手の説明で参考になったことを自
　分の考えと分けてノートに色ペンで
　書き加えさせる。

解答の見通しを持つ
□長方形の辺上を動く点でできる三角
　形の面積の変化をイメージさせるた
　めに，アニメーション（ＩＣＴの活
　用）を使って問題を提示する。

振
り
返
り

学
習
内
容
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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学習内容の理
解を深めるこ
とができる。

・練習問題に取り組む。
　（教科書Ｐ85，Ｐ87）
・練習問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・単元の学習を振り返る。 次の学びにつながる振り返り

をする
□単元を通して分かったことやできる
　ようになったことなどを自分の言葉
　でまとめさせる。

課
題
解
決

・問題を捉える。
　（教科書Ｐ84Ｑ）
・課題を把握する。
・面積の変化の様子をグラフ
　で表す方法を考える。
・グループで考え方を話し合
　う。
・全体で話し合う。
・適用問題を解く。
　（台形の辺上を動く点でで
　きる図形の面積の変化につ
　いて考える。）
・適用問題を解き終えた生徒
　からペアになり，解き方を
　説明し合う。
・全体で解き方を確認する。
・学習を振り返る。

図形の辺上を
動く点によっ
てできる三角
形や四角形の
面積の変化を
１次関数の式
やグラフで表
すことができ
る。
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図
形
の
辺
上
を
動
く
点
に
よ
っ

て
で
き
る
三
角
形
や
四
角
形
の
面
積
の
変
化
を
１
次
関
数
の
式
や
グ
ラ
フ
で
表

す
こ
と
が
で
き
る
。

長方形ＡＢＣＤの辺ＡＢ上に点

Ｐがあるときは，△ＡＰＤの面

積は大きくなっているね。 

点Ｐが辺ＣＤ上にあるときには，

△ＡＰＤの面積は小さくなって

いくね。 

○時△分に出発して，●時▲分

に到着するから，グラフはこう

なるね。 

グラフをよく見ると３箇所で重

なっているから，きっと３回追

い抜かれたということだね。 

今日の問題はグラフをかき込む

ことで，カーフェリーとジェッ

トフォイルがすれ違う回数を一

目で見て取ることができたし，

何時頃にすれ違うかが分かりま

した。グラフを利用して考える

と分かりやすいと思いました。 

今回の問題は，教科書の図だけ

だとイメージを持てなかったな。

でも，アニメーションを見るこ

とでイメージを持つことができ

たよ。 

三角形の面積と１次関数のいろ

いろな考え方を組み合わせて，

面積の変化を式やグラフで表す

ことができました。 

説明したことで，自分の中で考

えを整理できたし，納得しても

らえたので自信になりました。 

１次関数の考え方が生かせる場

面がたくさんあることに気付き

ました。 

１次関数の問題を表・式・グラ

フを用いて解いたり，考えたり

することができるようになりま

した。 

１次関数を利用して考えられる

ことは思っていたよりもたくさ

んあったな。 

１次関数では，表・式・グラフ

をたくさん使って考えたな。 

点Ｐが辺ＢＣ上にあるときには，

△APDの面積の変化ってどうな

るのかな。 

底辺はＡＤで変わらないし，長

方形だから高さも変わらないね。

ということは面積も変わらない

と思うよ。 

Ｂ Ｃ 

Ｐ 

Ｄ Ａ 


